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一 

 



 

土
地
の
所
有
関
係
に
つ
い
て
、
本
年
十
月
十
二
日
に
国
有
地
と
の
境
界
立
会
が
行
わ
れ
た
。
立
会
人
の
一
〇
五

一
の
所
有
者
は
十
二
年
程
前
に
購
入
し
、
一
〇
七
五
の
建
築
の
た
め
本
年
八
月
頃
敷
没
さ
れ
た
Ｕ
字
溝
の
中
心
を

境
界
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
一
〇
七
五
所
有
者
は
国
有
地
の
境
界
は
Ｕ
字
溝
の
手
前
を
主
張
し
、
二
人
の
主

張
を
い
れ
る
と
六
〇
〇
分
の
一
の
公
図
で
一
八
〇
セ
ン
チ
あ
る
べ
き
国
有
地
の
幅
が
一
五
セ
ン
チ
し
か
な
く
な
つ

て
し
ま
う
話
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
一
〇
五
五
―
一
の
所
有
者
は
文
化
庁
事
業
の
一
つ
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
土

浦
城
下
街
並
調
査
の
調
査
官
、
文
化
財
専
門
委
員
提
供
の
安
政
四
年
作
成
実
測
図
及
び
公
図
を
提
示
し
（
県
土
木

事
務
所
に
九
月
十
九
日
提
出
）
、
且
つ
、
一
〇
五
五
―
一
と
一
〇
七
五
と
一
〇
六
八
―
一
と
の
接
点
に
六
年
前
に 

公
有
地
の
使
用
と
地
方
行
政
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
過
日
答
弁
書(

内
閣
衆
質
八
五
第
一
号)

の
送
付
を
受
け

た
。
な
お
、
疑
問
の
点
が
あ
り
再
度
政
府
の
見
解
を
質
し
た
い
。 

 
公
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と
地
方
行
政
に
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す
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三 

 



 

打
ち
込
ま
れ
た
境
界
杭
を
示
し
、
一
〇
五
五
―
一
と
一
〇
七
五
の
接
線
の
延
長
上
に
あ
つ
た
共
同
井
戸
の
底
に
あ

つ
た
要
石
を
原
点
と
し
て
出
し
た
も
の
で
、
こ
の
二
点
を
結
ぶ
直
線
で
一
〇
七
五
を
国
有
地
と
の
境
に
な
る
こ
と

を
述
べ
、
公
図
上
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
一
〇
七
五
の
間
口
二
三
メ
ー
ト
ル
及
び
古
い
実
測
図
に
あ
る
一
四
・
四
メ
ー

ト
ル
の
間
口
に
も
み
た
さ
れ
、
公
図
上
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
奥
行
三
メ
ー
ト
ル
幅
一
・
八
メ
ー
ト
ル
の
国
有
地
に

も
み
た
さ
れ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
（
共
同
井
戸
は
二
年
程
前
に
埋
め
ら
れ
要
石
は
埋
没
さ
れ
た
。
） 

こ
れ
に
対
し
県
土
木
事
務
所
は
、
測
量
し
た
結
果
公
図
は
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
、
現
在
裏
町
通

り
に
か
か
る
橋
梁
か
ら
見
て
一
〇
五
一
が
九
〇
セ
ン
チ
ば
か
り
国
有
地
に
く
い
込
み
、
一
〇
七
五
は
Ｕ
字
溝
よ
り

六
〇
セ
ン
チ
避
け
れ
ば
よ
い
と
の
意
見
で
あ
つ
た
。 

一 

民
有
地
に
は
土
木
事
務
所
と
し
て
関
与
し
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
国
有
地
の
境
界
が
動
か
さ
れ
、
違
法
建 

こ
う
し
て
意
見
は
ま
と
ま
ら
ず
、
境
界
決
定
は
さ
れ
ず
解
散
し
た
。 

以
上
の
経
過
か
ら
政
府
の
指
導
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

四 

一
〇
七
五
番
地
の
建
築
が
国
有
地
内
の
違
法
建
造
物
で
あ
る
と
決
定
し
た
場
合
、
行
政
当
局
は
い
か
な
る
処 

三 

橋
梁
か
ら
見
て
と
い
う
が
、
こ
れ
は
幅
三
〇
セ
ン
チ
に
も
み
た
な
い
溝
に
み
か
げ
石
の
ふ
た
を
か
ぶ
せ
た
だ

け
の
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
そ
そ
ぐ
下
水
は
二
十
年
以
前
頃
ま
で
は
五
十
世
帯
以
上
分
の
水
が
流
れ
、
公
図
が

作
製
さ
れ
た
明
治
二
十
年
よ
り
変
化
せ
ず
に
あ
る
と
思
う
の
は
誤
り
で
、
昭
和
十
年
代
と
二
十
年
代
に
も
修
理

が
行
わ
れ
て
お
り
、
単
純
に
基
準
と
考
え
る
の
は
軽
率
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。 

二 

公
図
は
国
が
製
作
し
、
最
も
信
頼
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
守
る
べ
き
役
所
が
い
い
か
げ
ん
な
も

の
と
し
て
扱
う
こ
と
は
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
土
木
事
務
所
は
、
測
量
し
た
結
果
あ
い
ま
い
な
も
の
で
公
図
は

信
頼
で
き
ぬ
と
い
う
が
、
ど
こ
を
起
点
と
し
て
測
る
か
に
問
題
が
あ
り
、
地
形
ま
で
変
形
す
る
処
置
は
変
則
だ

と
考
え
ら
れ
る
が
、
ど
う
考
え
る
か
説
明
さ
れ
た
い
。 

築
が
行
わ
れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
土
地
を
測
ら
ず
に
境
界
を
設
定
で
き
る
の
か
。
一
〇
七
五
の
間
口
は
実
測
何

メ
ー
ト
ル
あ
る
の
か
。
見
る
と
こ
ろ
一
四
・
四
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。 

五 

 



 

 

六 

置
を
と
る
の
か
。
一
〇
五
五
―
一
及
び
一
〇
五
五
―
二
、
一
〇
六
七
、
一
〇
六
八
の
土
地
の
生
死
に
も
か
か
わ

る
こ
と
で
あ
る
の
で
納
得
い
く
説
明
を
求
め
ま
す
。 

な
お
、
問
題
の
建
築
が
完
成
し
て
か
ら
境
界
に
つ
い
て
の
立
会
が
行
わ
れ
た
、
こ
う
し
た
こ
と
は
事
前
に
で

き
た
こ
と
で
、
こ
の
時
期
ま
で
延
ば
し
た
の
は
管
理
指
導
担
当
と
業
者
と
の
ゆ
着
等
考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

県
土
木
事
務
所
の
指
導
は
慎
重
と
説
得
力
に
欠
け
た
も
の
で
あ
り
、
行
政
の
誠
意
あ
る
再
検
討
を
要
求
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

右
質
問
す
る
。 


